

　脚本「ゴルザサーティーン」
　　『死の羽ふれるべし』（第三話）
　　　　　　　シナリオ　　斎十　太加夫

○エジプト・カイロ
スラム街。路上に座り込む人々。

サッカーボールを追いかける子供。

その中を、ビジネスマンと見紛うばかりの服装で、全身に緊張感を漂わせながらゴルザが歩いてくる。
ある古い建物に入っていくゴルザ。

ロスル「誰だ？ロスル様なら、ここだぞ」

病に倒れ、ベッドで寝ているロスル。

ベッドサイドにゴルザが立つ。上半身を起こしてゴルザを指差すロスル。

ロスル「なんだね、お前さんは？」

ゴルザ「昔話を聞かせてくれ・・・ピラミッ
ドの歴史を、な・・・ピラミッドの歴史は盗掘の歴史、つまり・・・ロスル家の歴史とも言えるはずだ・・・」


